
　

市
で
は
現
在
、本
庁
舎
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、新
庁

舎
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。新
庁
舎
は
２
カ
所
と
な
り
、

現
在
の
本
庁
舎
の
場
所
に
新
第
１
庁
舎
、南
八
幡
に
新

第
２
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、南
八
幡
の
新

第
２
庁
舎
に
現
在
の
本
庁
舎
機
能
を
一
時
移
転
し
、仮
本

庁
舎
と
し
て
使
用
し
ま
す
。仮
本
庁
舎
期
間
は
、平
成
29

年
5
月
か
ら
新
第
１
庁
舎
が
完
成
す
る
平
成
32
年
４
月

ま
で
で
す
。な
お
、現
在
の
本
庁
舎
は
、平
成
29
年
６
月

か
ら
解
体
工
事
に
入
る
予
定
で
す
。移
転
時
期
な
ど
詳

し
く
は
本
紙
及
び
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
７
０
４・０
０
６
６
新
庁
舎
建
設
課

新
庁
舎
建
設
に
伴
い

議会事務局（庶務課、議事課）、議場

危機管理課、経営改革課、総務課、人事課、人材育成担当室、
職員課、企画課、秘書課、広報広聴課、財政課、管財課、契約課

総務課（住居表示）、法務課、納税・債権管理課、市民税課、固定資産税課、
福祉政策課、保健医療課、国民健康保険課、チャレンジドオフィス

市民課、総合市民相談課、国民年金課、介護福祉課、障害者支援課、
こども福祉課、会計課

駐車場

行財政改革推進課、地域支えあい課、まち並み景観整備課、
農業委員会事務局

4階

5階

3階

2階

1階

仮
本
庁
舎（
新
第
２
庁
舎
）

2階
分
庁
舎
C
棟

交番
メディアパーク

市川

交番

京成線 川
間
真

川
間
真

京成線

本八幡駅
本八幡駅

京葉道路

メディアパーク南八幡仮設庁舎南八幡仮設庁舎

市川

N

都営新宿線都営新宿線

八幡市民
談話室
八幡市民
談話室

文化会館文化会館

本八幡駅本八幡駅

消防局消防局

市川警察署市川警察署
地方卸売市場地方卸売市場

勤労福祉センター本館勤労福祉センター本館

分庁舎C棟分庁舎C棟

現在の本庁舎
（新第1庁舎）
現在の本庁舎
（新第1庁舎）

京成八幡駅

京成八幡駅JR総武線
国道14号
国道14号

市川IC市川IC

保健センター保健センター

いちかわ
情報プラザ
いちかわ
情報プラザ

八幡分庁舎八幡分庁舎

市役所仮本庁舎
（新第2庁舎）
市役所仮本庁舎
（新第2庁舎）

所在地：南八幡2-20-2

平成29年5月に
移転する部署

　移転部署は平成28年11月19日現在のものです。なお、市役所仮本庁舎（新
第2庁舎）への移転に伴い、一部の部署の電話番号を変更します。移転に伴う
新たな電話番号は、決まり次第本紙及び市公式Webサイトでお知らせします。

南八幡2丁目に建設中の仮本庁舎（新第2庁舎）
平成28年11月上旬現在　

（地域振興課、ボランティア・NPO課、市民安全課は、4月に八幡市民談話室に移転予定）

新第2庁舎イメージ

今週号の紙面から

いつも新しい流れがある

市川広
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●市営有料駐輪場の平成２９年度定期利用者を募集…… ２面
●人権週間…みんなで築こう人権の世紀…… ３面
●市の人事行政運営などの状況をお知らせします…… ４-５面
●保育園実習しませんか……………… ６面
●障害について考えよう…Ｉ♥あいフェスタ…… 7面
●アイ・リンクタウン展望施設…初日の出特別観覧にご招待…… ８面

広報いちかわは新聞折り込みでお届けする他、市内各駅の広報スタンドと公
共施設で配布しています。入手困難な方で自宅への配布をご希望の場合は、広
報広聴課へお問い合わせください。



00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

暮らし

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

消費生活

消費生活センター 毎週月～金曜日
（毎月第2・4土曜日は電話相談のみ）

10：00～16：00
（窓口及び電話相談）

消費者トラブルに関する苦
情処理及び紛争解決のあっ
せん〈消費生活相談員〉

消費生活センター☎320-0666
行徳支所 第2・4火曜日 10：00～12：00

13：00～16：00
行徳支所市民相談室☎359-1121

多重債務
予約制

市役所 6（火）、20（火）
13：00～16：00

多重債務に関する相談〈弁
護士〉※予約制（消費生活
センター☎320-0666）行徳支所 未実施

人権擁護
市役所 14（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
家庭問題やいじめ、いやがら
せなどの悩み〈人権擁護委
員、弁護士〉男女共同参画課☎322-6700

建築行政
市役所 毎週月・水・金曜日 9:00～17:00

（受付16：30まで）
建築にかかわる民事的な相談

（中高層建築物を含む）〈建
築行政相談員〉建築指導課☎712-6335

労働
予約優先

市役所 7（水）、21（水） 18:00～20:00 労働上のトラブルに関する
相談〈社会保険労務士〉雇用労政担当室☎704-4131

年金 市役所 27（火） 13：00～16：30
（受付16：00まで） 各種公的年金について

〈社会保険労務士〉
国民年金課☎334-1127

住宅リフォーム
予約優先

市役所 8（木）、22（木） 13:00～16:00
（受付15：00まで）

増改築、修繕など〈市川住宅
ﾘﾌｫｰﾑ相談協議会相談員〉住環境整備課☎712-6325

心配ごと 八幡市民談話室 5（月）、19（月） 10:00～15:00
（13:00からは弁
護士相談もあり）

日常生活での悩みや困ったこ
となど〈民生委員児童委員〉社会福祉協議会☎320-4001

後見制度
予約制

社会福祉協議会 20（火） 10：00～16：00 高齢者・障害者の成年後見
制度の相談〈社会福祉士〉社会福祉協議会☎320-4001

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

民事一般
　
　
　

総
合
市
民
相
談
課
☎
３
３
４・１
０
０
２ 

予
約・問
い
合
わ
せ

市役所・行徳支所
毎週月～金曜日

  8：50～12：00
13：00～17：00

（受付16：30まで）
市民生活や民事に関する
一般的な相談〈市民相談員〉出張市民相談 大柏出張所 2（金）、16（金）

行政書士
市役所 12（月） 13：00～17：00

（受付16：30まで）
相続手続、遺言書、贈与、成年後見、契
約書、官公署提出書類作成、外国人の
在留等に関する申請など〈行政書士〉行徳支所 19（月）

行政 市役所 27（火） 13：00～15：00
（受付14：30まで）

国、特殊法人などへの苦情や
要望〈行政相談委員〉行徳支所 5（月）

登記
市役所 7（水） 13：00～16：00

（受付15：30まで）
不動産登記、会社登記、境界
問題など〈司法書士・土地家
屋調査士〉行徳支所 21（水）

不動産取引 市役所 5（月）､19（月） 13：00～16：00
（受付15：30まで）

土地・建物の売買や賃貸など
のトラブル〈宅地建物取引士〉行徳支所 12（月）

予
約
制

弁護士法律
（平日）

市役所 1（木）、2（金）、
9（金）、16（金）、22（木）

13：00～16：00
相続・遺言、損害賠償、金銭
貸借、離婚、借地借家、成年
後見などの専門的な法律の
知識を必要とする相談〈弁護
士〉〈認定司法書士〉

行徳支所 9（金）、16（金）、22（木）
弁護士法律
（土曜） 市役所 3（土）

司法書士
法律（昼間）

市役所 21（水） 13：00～16：40行徳支所 未実施

司法書士
法律（夜間）

市役所 7（水）、14（水）、
21（水） 17:00～20:00
行徳支所 14（水）

税金 市役所 13（火） 13:00～16:00 相続、贈与、売買など税の相談
〈税理士〉行徳支所 20（火）

交通事故 市役所 8（木）、15（木） 10:00～15:00 示談や損害賠償の方法〈県
交通事故相談員〉行徳支所 未実施

月
の
市
民
相
談

※
弁
護
士
法
律
相
談（
平
日
）の
予
約
は
毎
週
金
曜
日
午

前
８
時
45
分
か
ら
翌
週
分
を
直
通
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
※
祝
日
の
相
談
は
休
み
で
す

12

♦
♦
♦

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の

料
金
表
示
は
し
っ
か
り
確
認
を

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
で
、「
24
時
間
最

大
１
，０
０
０
円
」な
ど
と
表
示
さ
れ

て
い
る
の
に
、24
時
間
を
超
え
る
と

料
金
体
系
が
変
わ
り
、想
定
以
上
の

料
金
を
請
求
さ
れ
る
事
例
が
見
ら

れ
ま
す
。看
板
な
ど
の
大
き
な
表
示

だ
け
で
な
く
、出
入
り
口
や
精
算
機

付
近
な
ど
に
あ
る
詳
細
な
利
用
条

件
に
も
、利
用
前
に
目
を
通
し
ま

し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
窓
口

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
３
２
０・ 

０
６
６
６

受
付
日
時 

窓
口
及
び
電
話
相
談
＝

月
～
金
曜
日
、電
話
相
談
の
み
＝
第

２・４
土
曜
日
、い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
午
後
４
時

休
所
日 

土
曜
日（
第
２・第
４
を
除

く
）・日
曜
日・祝
日・年
末
年
始

◆
行
徳
支
所
市
民
相
談
室
☎

３
５
９・１
１
２
１

受
付
日
時 

窓
口
及
び
電
話
相
談
＝

第
２・４
火
曜
日
、午
前
10
時
～
正

午
・午
後
１
時
～
４
時

♦
♦
♦

雨
水
貯
留・浸
透
施
設
の

設
置
を
助
成

市
で
は
、雨
水
の
再
利
用
や
水
害
対

策
に
役
立
つ
雨
水
貯
留
や
浸
透
施

設
の
設
置
費
用
の一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。設
置
後
の
申
請
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、必
ず
事
前
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
雨
水
小
型
貯
留
施
設

雨
水
を
た
め
て
、庭
の
散
水
、洗
車
、

打
ち
水
な
ど
の
雑
用
水
や
、初
期
消

火
用
水
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

◎
浄
化
槽
転
用
型
＝
浄
化
槽
の
洗

浄
と
ポ
ン
プ
設
置
工
事
に
関
わ
る
費

用
の
３
分
の
２（
限
度
額
８
万
円
）

◎
雨
ど
い
取
付
型
＝
施
設
資
材
と

設
置
に
関
わ
る
費
用
の
２
分
の
１

（
限
度
額
２
万
５
千
円
）

◆
雨
水
浸
透
施
設

雨
水
を
道
路
の
側
溝
や
下
水
道
に

流
さ
ず
、敷
地
内
の
地
下
に
し
み
こ

ま
せ
る
施
設
で
す
。

◎
助
成
対
象
＝
浸
透
効
果
の
高
い

地
域
に
あ
る
既
存
の
建
築
物（
新

築・増
築
を
除
く
）

◎
助
成
金
額
＝
市
の
標
準
算
定
基

準
で
定
め
た
額

☎
７
１
２・６
３
６
１
河
川
・
下
水

道
管
理
課

に
基
づ
き
、「
市
川
市
江
戸
川
左
岸

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
計
画

変
更
」な
ら
び
に「
市
川
市
公
共
下

水
道（
西
浦
処
理
区
）事
業
計
画
変

更
」の
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。縦

覧
期
間
中
は
案
に
関
わ
る
意
見
を

受
け
付
け
ま
す
。

11
月
21
日（
月
）～
12
月
５
日

（
月
）水

循
環
推
進
課（
市
川
南
仮
設

庁
舎
）

☎
７
１
２・６
３
５
６
同
課

♦
♦
♦

「
新
成
人
の
集
い
」の

案
内
状
を
送
付

平
成
29
年
１
月
８
日（
日
）に
行
う

新
成
人
の
集
い
の
案
内
状
を
11
月

29
日（
火
）に
発
送
し
ま
す
。当
日
は

成
人
式
実
行
委
員
に
よ
る
企
画
な

ど
を
行
い
ま
す
。

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

☎
３
２
０・３
３
４
３
社
会
教
育

課

♦
♦
♦

１
月
の
無
料
耐
震
相
談
会

木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
、補

強
方
法
に
つ
い
て
、専
門
の
建
築
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
１
人
１
時
間
程
度（
予
約

制
）。

平
成
29
年
１
月
13
日（
金
）／

曽
谷
公
民
館
、28
日（
土
）／
市
川
公

民
館
、い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後

４
時各

日
、先
着
５
人

相
談
会
開
設
日
の
４
日
前
ま
で

に
☎
７
１
２・６
３
３
７
建
築
指
導
課

♦
♦
♦

防
災
行
政
無
線
の
情
報
伝
達
訓
練

地
震・津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
備
え
、防
災
行
政
無
線
か
ら

一
斉
に
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

11
月
29
日（
火
）午
前
11
時

☎
７
０
４・０
０
６
５
地
域
防
災
課

♦
♦
♦

公
共
下
水
道
事
業
計
画
変
更
案
の
縦
覧

下
水
道
法
施
行
令
第
３
条
の
規
定

く
ん
蒸
実
施
の
た
め
臨
時
休
館
し

ま
す（
考
古
博
物
館
は
通
常
開
館
）。

11
月
27
日（
日
）

☎
３
７
３・６
３
５
１
歴
史
博
物

館◆
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

展
示
替
え
の
た
め
企
画
展
示
室
及

び
通
常
展
示
フ
ロ
ア
を
閉
鎖
し
ま

す
。11

月
29
日（
火
）～
12
月
９
日（
金
）

☎
３
２
０・３
３
３
４
同
施
設（
月

曜
日
休
館
）

◆
南
行
徳
市
民
談
話
室

停
電
を
伴
う
電
気
設
備
点
検
の
た

め
、入
館
で
き
ま
せ
ん
。

12
月
３
日（
土
）午
後
１
時
ま
で

☎
３
５
９・７
８
９
１
南
行
徳
市
民

セ
ン
タ
ー

◆
東
菅
野
児
童
交
通
公
園

改
修
工
事
の
た
め
休
園
し
ま
す
。

11
月
21
日（
月
）～
平
成
29
年
２
月

27
日（
月
）

☎
７
１
２・６
３
４
１
交
通
計
画

課

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

12
月
市
議
会
定
例
会
を
開
会

12
月
２
日（
金
）午
前
10
時
か
ら
開

会
予
定
で
す
。傍
聴
希
望
者
は
、日

程
な
ど
を
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

６
階
の
傍
聴
受
付
ま
で
。委
員
会

の
会
議
も
７
人
ま
で
傍
聴
で
き
ま

す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
会

議
の
生
中
継
と
録
画
放
送
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

（
議
会
事
務
局
）

♦
♦
♦

傍
聴
し
よ
う

〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
市
川
市
景
観
審
議
会

11
月
29
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午

／

第
１
委
員
会
室
／
先
着
５
人

（
ま
ち
並
み
景
観
整
備
課
）

♦
♦
♦

施
設・サ
ー
ビ
ス
休
止
の
お
知
ら
せ

◆
歴
史
博
物
館

常
設
展
示
室
及
び
収
蔵
室
の
ガ
ス

利用期間 平成２９年４月１日（土）～平成
３０年３月３１日（土）
必要書類 ①駐輪場使用申請書②運転
免許証、学生証など「住所、氏名、生年月
日」の３項目が分かるもの③原動機付自
転車等（１２５ｃｃ以下）の申請は「標識交
付証明書」または「平成２８年度軽自動
車税（原付）納税通知書」の写し
申請書配布場所 交通計画課（市川南
仮設庁舎）、 市民課、 総合市民相
談課、 総務課、大柏出張所、市川駅
行政サービスセンター、南行徳市民セン
ター、各市営駐輪場（１回使用専用駐輪

場を除く）にて配布する他、市公式Ｗｅｂ
サイトからもダウンロード可。現在駐輪場
を利用している方（１０月７日までに申請し
た方）には、申請書を１１月７日に発送しま
した。

必要書類を１２月７日（水）必着で郵送
または持参により交通計画課（〒２７２-
００３３市川南２-９-１２市川南仮設庁
舎）。 総務課への持参も可。郵送の場
合、添付書類の不備や申請内容の誤り
は無効。各駐輪場での申請受付はできま
せん。当落及び駐輪する階はコンピュー
ターによる抽選で決定します。

　平成２９年４月以降に市営駐輪場の定
期利用を希望する方は、抽選対象期限の
平成２８年１２月７日（水）までに申請してく
ださい。平成２９年度の募集から、抽選対
象期限内に申請書を提出する方に限り、
希望駐輪場を３つまで選択できるようにな
りました。使用料金など詳しくは市公式Ｗｅ
ｂサイトまたは各市営駐輪場で配布の申請
要領をご覧ください。
●北国分駐輪場は平成２９年４月から有料となるため、定期利用希望者は申請が必要

です。
●京成線国府台駅前の２つの駐輪場は、平成２９年４月から民営化され有料駐輪場と

なる予定です。詳細は今後、場内掲示などにより告知します。

定 期 利 用 は 便 利 で 安 心

☎７１２-６３４２交通計画課
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月・日 

曜
日　

    　

清 

掃 

地 

域

11・20 

日 

鬼
越（
全
）、鬼
高（
全
）、新
井

（
全
）、島
尻
、広
尾
１
、日
之

出
、南
行
徳
１・２

11・21 

月 

平
田（
全
）

11・22 

火 

八
幡
６
、東
菅
野
４
の一部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）

11・25 

金 

新
田
１・５

11・27 

日 

高
石
神
、宮
久
保
１（
大
境
）、

河
原
、下
新
宿
、本
塩
、欠
真
間

（
全
）、本
行
徳
、妙
典（
全
）、

塩
焼
、関
ケ
島
、伊
勢
宿
、末
広

（
全
）、相
之
川（
全
）

11・28 

月 

東
菅
野
４
・５（
美
里
苑
）、福

栄（
全
）、富
浜（
全
）、宮
久
保

（
全
）

11・29 

火 

本
北
方
１

11・30 

水 

曽
谷
６
・７（
第
５
）、下
貝
塚

（
全
）

12・1 

木 

市
川
４（
根
本
）、北
方
２
、本
北

方
１
の一
部（
北
方
中
央
）、本
北

方
３
、北
方
３
、若
宮
２

12・2 

金 

若
宮
３（
上
町
）

12・3 

土 

本
北
方
２

12・4 

日 

押
切
、湊
、湊
新
田（
全
）、新
浜

１
、南
行
徳
３・４
、大
洲（
全
）、

大
和
田
１・３・５
、田
尻
４・５
の

一
部
、原
木
４
、国
分
２・３（
根

古
屋
）、若
宮
１
、北
方
町
４（
東

南・富
士
見
台
）、曽
谷
１
、奉
免

町（
ひ
め
み
や
）、柏
井
町
１（
第

１
、東
昌
台
）、柏
井
町
３（
第
３

団
地
）

12・5 

月 

香
取（
全
）、行
徳
駅
前
３・４
、国

府
台（
全
）

12・7 

水 

八
幡
１
、南
八
幡
１（
八
幡
上
・

下
）

12・8 

木 

稲
荷
木（
全
）

12・10 

土 

高
谷
、二
俣（
全
）

12・11 

日 

中
国
分（
全
）、国
分
１
、大
和
田

２・４
、東
大
和
田（
全
）、大
町
、

大
野
町（
全
）、稲
越
町
、北
方
町

４（
千
足
）、曽
谷
５・８（
第
６
）

12・12 

月 

真
間
４・５

12・13 

火 

北
国
分（
全
）、中
山
３・４

12・14 

水 

中
山
１・２

12・15 

木 

須
和
田（
全
）、北
方
１
、若
宮
３

（
下
町
）、市
川
南
１
～
４
、市

川
２

12・16 

金 

南
八
幡
１（
し
ら
さ
ぎ
）

12・18 

日 

新
田
２
～
４
、曽
谷
１
～
４（
第

１
か
ら
第
４
）、鬼
越（
全
）、鬼
高

（
全
）、新
井（
全
）、島
尻
、広
尾

１
、日
之
出
、南
行
徳
１・２

12・19 

月 

平
田（
全
）

12・22 

木 

八
幡
６
、東
菅
野
４
の一部（
古
八

幡
、冨
貴
島
）

●
自
治（
町
）会・個
人
の
自
主
的
な
清
掃
活

動
で
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。●
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
際
に
揚
げ
ら
れ
た
泥
土
は
市
で
回

収
し
ま
す
。●
泥
土
の
回
収
は
、清
掃
日
直
後

の
月
曜
日
か
火
曜
日（
清
掃
日
が
月・火
曜
日

の
場
合
は
、そ
の
週
）に
伺
い
ま
す
。●
な
お
、

一
般
ご
み
一
般
廃
棄
物
な
ど
は
回
収
し
ま
せ

ん
。●
不
定
期（
臨
時
）に
側
溝
清
掃
す
る
場

合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。  （
道
路
安
全
課
）

♦
♦
♦

い
ち
か
わ
若
者
就
職
面
接
会

企
業
24
社
の
説
明
と
個
別
面
接
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

12
月
９
日（
金
）午
後
１
時
30
分

（
受
け
付
け
は
30
分
前
）～
４
時

市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
市
川
１
の

３
の
18
）

お
お
む
ね
39
歳
以
下
で
正
社
員

就
職
を
希
望
す
る
方
、高
校
・
大
学

な
ど
を
平
成
29
年
３
月
に
卒
業
予

定
の
未
内
定
者

履
歴
書
複
数
枚
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

☎
３
７
０・８
６
０
９
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

市
川

（
雇
用
労
政
担
当
室
）

♦
♦
♦

確
定
申
告
書
作
成
体
験
会　

国
税
庁
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト「
確
定
申
告

書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
使
用
し
て
、医

療
費
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
を
行

う
た
め
の
申
告
書
作
成
を
体
験
し

ま
す
。提
出
用
の
確
定
申
告
書
作
成

や
個
別
相
談
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

12
月
２
日（
金
）・４
日（
日
）、平
成

29
年
１
月
15
日（
日
）・
16
日（
月
）い

ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、午

後
１
時
30
分
～
３
時

行
徳
公
民
館

年
金
、給
与
所
得
の
方
、各
回
先

着
30
人

☎
３
３
５・４
１
０
１
市
川
税
務
署

（
市
民
税
課
）

 

求
人

♦
♦
♦

公
民
館
職
員
①
日
勤
②
図
書
③
夜
勤

窓
口
受
付
及
び
事
務（
パ
ソ
コ
ン
操
作

あ
り
）や
施
設
の
管
理
、主
催
講
座

の
企
画・運
営
、図
書
貸
出
な
ど
。詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勤
務
条
件 

①
②
土・日
曜
日
を
含
む

月
11
日
程
度
勤
務（
午
前
８
時
40
分

～
午
後
５
時
10
分
、実
働
７
時
間
45

分
）③
土・日
曜
日
を
含
む
週
３
～
４

日
勤
務（
午
後
４
時
50
分
～
９
時
20

分
、実
働
４
時
間
30
分
）

賃
金 

①
②
日
額
７
，２
２
０
円
③
時

給
９
３
０
円（
い
ず
れ
も
規
程
に
よ
り

交
通
費
支
給
）

人
数 

①
25
人
程
度
、②
③
若
干
名

雇
用
期
間 

平
成
29
年
４
月
１
日

（
土
）～
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）

公
民
館
及
び
社
会
教
育
課
で
配

布
の
願
書
に
作
文
を
添
え
、12
月
9

日（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）に
郵
送
ま

た
は
持
参
で
同
課（
〒
２
７
2
・

０
０
２
３
南
八
幡
１
の
17
の
15
南
八

幡
仮
設
庁
舎
）

☎
３
２
０・３
３
４
３
同
課

♦
♦
♦

斎
場
現
場
非
常
勤
職
員

応
募
条
件・人
数 

火
葬
業
務（
霊れ

い
き
ゅ
う柩

車
受
け
入
れ・台
車
搬
送・火
葬・収

骨
作
業
）が
で
き
る
方
１
人

勤
務
条
件 

週
５
日
程
度（
午
前
８
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分
、実
働
７
時

間
）

時
給 

１
，４
６
０
円

雇
用
期
間 

採
用
日
～
平
成
29
年
１

月
17
日（
火
）（
更
新
の
場
合
あ
り
）

履
歴
書
を
11
月
28
日（
月
）ま
で

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
に

斎
場（
大
野
町
４
の
２
６
１
０
の
１
）

に
持
参
し
、随
時
面
談

☎
３
３
８・２
９
４
１
斎
場
霊
園
管

理
課 

募
集

♦
♦
♦

「
資
源
物
と
ご
み
の
分
別
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」に
掲
載
す
る
広
告

転
入
し
た
方
な
ど
を
対
象
に
配
布

し
て
い
る「
資
源
物
と
ご
み
の
分
別

先
着
10
人
）

12
月
16
日（
金
）ま
で
に
☎
３
２
２・ 

６
７
０
０
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

消
防
局
の
講
習

修
了
者
に
は
修
了
証
を
発
行
し
ま

す
。開
始
時
間
を
過
ぎ
て
の
受
講
は

で
き
ま
せ
ん
。

消
防
局（
車
で
の
来
場
不
可
）

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学

生
以
上
の
方
、先
着
各
30
人

11
月
21
日（
月
）か
ら
☎
３
３
３・ 

２
１
１
１
消
防
局
救
急
課

◆
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
た
心
肺
蘇そ

せ

い生
法
と
異
物

除
去
法
。

12
月
８
日（
木
）・14
日（
水
）・18
日

（
日
）い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

◆
外
傷
応
急
手
当
講
習

応
急
手
当
の
目
的
及
び
重
要
性・止

血
の
方
法
・け
が
や
骨
折
を
し
た
場

合
の
応
急
手
当
の
方
法
。

12
月
10
日（
土
）午
前
９
時
～
正
午

♦
♦
♦

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

自
分
で
考
え
た
絵
や
柄
を
ガ
ラ
ス
に

彫
刻
し
ま
す
。

12
月
３
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
市
川（
二
俣
新

町
13
の
１
）　 

先
着
10
人

☎
３
２
７・４
１
４
７
同
施
設

（
循
環
型
社
会
推
進
課
）

♦
♦
♦

マ
ン
シ
ョン
個
別
相
談
会・

マ
ン
シ
ョン
管
理
セ
ミ
ナ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
課
題
解
決
方
法

と
建
物
の
再
生
に
つ
い
て
の
講
演
を

行
い
ま
す
。

11
月
26
日（
土
）①
午
前
10
時
～

正
午
②
午
後
１
時
30
分
～
４
時
20
分

ア
イ・リ
ン
ク
ル
ー
ム
１
、２

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
役

員
、分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者

内
①
マ
ン
シ
ョ
ン
個
別
相
談
会
②
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー（
講
演
＝

「
よ
り
良
い
管
理
を
行
う
た
め
の
基

本
的
か
つ
重
要
な
課
題
の
解
決
方

法
」、「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
物
の
適
正
な
維

持
管
理
を
経
て
建
て
替
え
へ
」）

氏
名
・マ
ン
シ
ョ
ン
名
・
電
話
番
号
、

①
は
相
談
内
容
、②
は
セ
ミ
ナ
ー
参
加

希
望
の
旨
を
☎
３
９
９・９
９
３
５
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
電
話
番
号
と
同
じ
）で
市

川
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
協
議
会

（
住
環
境
整
備
課
）

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」に
掲
載
す
る
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

◆
掲
載
料
金

１
号
広
告
＝
５
０
，０
０
０
円
／
縦

12
．５
×
横
８
．５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
／
フ

ル
カ
ラ
ー

２
号
広
告
＝
１
２
５
，０
０
０
円
／

縦
12
．５
×
横
17
．５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

／
フ
ル
カ
ラ
ー

掲
載
位
置
に
つ
い
て
は
先
着
順
。１

号
広
告
は
２
枠（
横
）ま
た
は
４
枠
の

利
用
も
可
。

◆
募
集
期
間

11
月
21
日（
月
）～
12
月
９
日（
金
）

◆
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
概
要

規
格 

Ａ
４
判
36
ペ
ー
ジ（
表
紙
込

み
）、フ
ル
カ
ラ
ー（
４
色
刷
り
）

作
成
時
期 

平
成
29
年
３
月

発
行
部
数 

４
５
，０
０
０
部（
約
１
年

分
）

配
布
開
始 

平
成
29
年
４
月

配
布
方
法 

転
入
届
出
時
に
配
布
す

る
他
、希
望
者
に
配
布

必
要
書
類（
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）を
持
参
ま
た

は
郵
送
で
循
環
型
社
会
推
進
課

（
〒
２
７
２・０
０
３
３
市
川
南
２
の
９

の
12
）

☎
７
１
２・６
３
１
７
同
課

募集期間 １１月１９日（土）～１２月１８日（日）
閲覧場所 市公式Ｗｅｂサイト、男女共同
参画課（男女共同参画センター）、 市
政情報センター、市政情報コーナー（中
央図書館、行徳図書館、大野公民館図
書室、男女共同参画センター）

市内在住・在勤・在学、市内に事務
所・事業所を有する個人・法人・団体、政
策などに利害関係を有する方、本市に
関心を持つ方
提出方法 上記閲覧場所で配布の意

見用紙に題名（「市川市男女共同参画
基本計画第３次ＤＶ防止実施計画

（案）」または「市川市男女共同参画基
本計画第６次実施計画（案）」）と、住所、
氏名（ふりがな）または団体名（担当者氏
名）、意見を書き、１２月１８日（日）まで（消
印有効）に持参、郵送（〒２７２-００３４市
川１-２４-２）、または ＦＡＸ３２２-６８８８で男
女共同参画課。市公式Ｗｅｂサイトから
も提出可。

☎３２２-６７００同課

パブリックコメント　ご意見をお寄せください
市川市男女共同参画基本計画
第３次ＤＶ防止実施計画（案） 

市川市男女共同参画基本計画
第６次実施計画（案）

　近年増加しているＤＶ（ドメスティック・
バイオレンス）被害の防止・予防のた
め、平成２９～３１年度に実施する事業
計画案を、市民のみなさんにお知らせ
するとともに、広く意見を募集します。

　女性の活躍やワーク・ライフ・バラン
スなどを推進する男女共同参画の平
成２９～３１年度事業計画案を、市民
のみなさんにお知らせするとともに、広
く意見を募集します。

し
て
く
だ
さ
い
。
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雇
用
労
政
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座・催
し

♦
♦
♦

印
象
力
Ｕ
Ｐ

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー　

求
職
中
の
女
性
が
自
分
に
自
信
を

持
て
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人権週間 みんなで築こう人権の世紀
〜考えよう相手の気持ち 未来へつなげよう違いを認め合う心〜

子どもの人権ポスター原画
コンテスト作品展

１２月３日（土）～１１日（日）午前
１０時～午後７時３０分（月曜日休
館、土・日曜日は午後６時まで）

メディアパーク市川エントラン
スホール

関連事業
「アイヌの方々のための電話相談」
日常生活の困りごと、嫌がらせ、差別などの相談を、
無料・匿名可・秘密厳守で受け付けます。
アイヌの方専用フリーダイヤル　
☎０１２０-７７１-２０８（人権教育啓発推進センター）
受付 月～金曜日（祝日及び１２月２９日（木）～１月３日

（火）を除く）
時間 午前９時～午後５時

◀人権イメージキャラクター
　人KENまもる君

▶人権イメージキャラクター
　人KENあゆみちゃん

☎３２２-６７００男女共同参画課

　１２月４日（日）～１０日（土）は人権週間です。全て
の人が個人として尊重され、相互に共存できる社
会を実現するため、この機会に相手の気持ちを考
え、お互いを大切に思うことから始めませんか。

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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①勤務時間（原則）

②主な休暇制度

勤務時間
午前8時40分～午後5時25分
休憩時間を除いて1日7時間45分勤務
1週間当たり38時間45分勤務

休憩時間 正午～午後1時

有給休暇

年次休暇 1暦年につき20日付与。20日を限度に翌年に繰り越し可

病気休暇 負傷または疾病により療養を要する場合

特別休暇 21種類

無給休暇
組合休暇 職員団体の業務または活動に従事する場合

介護休暇 配偶者または2親等以内の親族の介護にあたる場合

勤務時間その他勤務条件の状況（平成28年4月1日現在）11

区分
支給率

自己都合 応募認定・定年

勤続２０年 20.445カ月分 25.55625カ月分 

勤続２５年 29.145カ月分 34.5825カ月分 

勤続３５年 41.325カ月分 49.59カ月分   

最高限度額 49.59カ月分 49.59カ月分  

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（２％～45％加算）

1人当たり平均支給額 4,405千円 22,022千円 
１人当たり平均支給額は、平成27年度実績額です。

退職手当の状況（平成28年4月1日現在）8

①地域手当

②特殊勤務手当

③時間外勤務手当

④その他の主な手当

支給実績（平成27年度決算） 1,299,516千円 
支給職員1人当たり平均支給年額（平成27年度決算） 402,701円 
支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）

市川市 10％ 3,461人 10％ 
地域手当の支給率は、国の基準にのっとって決定しています。
支給対象職員数には、再任用職員（326人）を含みます。

主な手当：徴収手当、清掃作業手当など

支給実績（平成27年度決算） 1,016,304千円 
支給職員1人当たり平均支給年額（平成27年度決算） 376千円 
支給実績（平成26年度決算） 992,031千円 
支給職員1人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 369千円 

手当名 内容及び支給単価 支給実績
（平成27年度決算）

支給職員1人当たり
平均支給年額

（平成27年度決算）

扶養手当

○配偶者 13,000円
○その他親族１人につき6,500円（配偶者

がない場合は1人目11,000円） 
○満16歳の年度初めから満22歳の年度末

まで子1人5,000円加算　　　

294,726千円 235,970円 

住居手当
○借家の場合（家賃6,000円を超える場合

に限る）家賃の額に応じて月額27,000円
を限度に支給　

217,929千円 133,371円 

通勤手当

○電車 6ケ月定期相当額を半年ごとに支給
○バス 回数券相当額支給
○自転車などを使用する場合 距離に応じて

月2,000円～31,600円をまで支給

299,982千円 104,342円 

支給実績（平成27年度決算） 51,967千円
支給職員1人当たり平均支給年額（平成27年度決算） 62,161円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成27年度） 25.9％
手当の種類（手当数） 29

職員手当の状況（平成28年4月1日現在）9

区　分 月　額 期末手当 退職手当

給
料

市　長 1,016,000円

（平成27年度）
  6月期1.975カ月分
12月期2.225カ月分
　   計　 4.2カ月分

給料月額×在職月数×0.45
（平成25年9月17日までの支給率 0.57 ）

副市長 837,000円 給料月額×在職月数×0.29
（平成25年9月17日までの支給率 0.36 ）

報
酬

議   長 724,000円

副議長 652,000円 

議   員 604,000円 

特別職の報酬等の状況（平成28年4月1日現在）10

分限処分

降任 0人

免職 0人

休職 139人

降給 0人

計 139人

懲戒処分

戒告 7人

減給 3人

停職 2人

免職 1人

計 13人

分限及び懲戒の状況（平成27年度）13

　勤務評定制度は、1年を上期と下期の半年ごとに分けて、その間の職員の勤務状
況を直属の上司が評定して、職員の育成や昇任、昇給等の処遇に役立てます。
　なお、平成28年度からは、地方公務員法の改正に伴い、より能力・実績に基づく人
事管理の徹底と、組織全体の意欲を高め、業務効率の向上を狙いとした「人事評価
制度」に移行しています。

勤務評定14

公務災害の申請受理件数及び認定件数

申請 13件

認定 13件

通勤災害の申請受理件数及び認定件数

申請 4件

認定 4件

公務災害及び通勤災害の状況（平成27年度）15

　公平委員会の職務は、職員の勤務条
件に関する措置の要求や職員に対する
不利益な処分についての不服申し立てを
審査し、必要な措置を講じるものです。

措置要求件数 0件

不服申立件数 0件

不服申立に係る裁決 1件（過年度分）

公平委員会の業務の状況16

市の人事行政運営などの状況をお知らせします

住居手当は、自宅（持ち家）に係る住居手当の経過措置があります。

主な休業制度（平成27年度に取得された休業）12
休業の名称 内　　　容

育児休業 子が3歳になるまで取得できる無給休業

部分休業 子が小学校就学の始期に達するまで保育園の送迎などのために30分単
位で2時間まで取得できる無給休業

育児短時間勤務制度
小学校の始期に達するまでの子を養育するため、常勤職員のまま、複
数の勤務形態の中から選択した勤務形態により、希望する日及び時間
帯に勤務することができる制度
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広 
告

　市では、人事行政の公正性や透明性を高めるため、人事や給与、福利厚生などの状況を毎年度公表しています。
　広報紙では概要を掲載し、詳しくは市政情報センターや市公式Ｗｅｂサイトでご覧いただけます。

　 ☎334-1102人事課、☎334-1132職員課

採用者数と退職者数には、非常勤
の再任用職員を含みます。

①職員数の状況（各年４月１日現在）

②職員の採用及び退職の状況（平成27年度）
採用者数

職　種 採用者数
一般行政職 107人

一般任期付職員 6人
保育士 7人
保健師 7人
獣医師 1人

歯科衛生士 2人
看護師 7人

理学療法士 13人
作業療法士 1人
消防職員 15人
再任用 88人

計 254人

退職者数
退職事由 退職者数

定年 121人
早期 21人

再任用 54人
普通 62人
死亡 1人

任期付期間満了 5人
計 264人

区　分 経験年数
10年

経験年数
１５年

経験年数
２０年

一般行政職
大学卒 261,168円 310,385円 362,559円

高校卒 227,800円 281,950円 316,650円 

職員の経験年数別・学歴別平均給料
月額の状況（平成28年4月1日現在）6

給与とは、給料と職員手当（期末・勤勉・退職手当を除く）の合計です。

区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 338,874円 452,902円 43歳3カ月

技能労務職 363,491円 444,340円 53歳0カ月

うち清掃職員 363,179円 468,658円

うち学校給食員 368,524円 426,564円

うち用務員 359,819円 429,173円

幼稚園教育職 354,400円 433,320円 45歳3カ月

職員の平均給料月額、平均給与月額及び
平均年齢の状況（平成28年4月1日）4

区　分
決定初任給

市川市 国

一般行政職
大学卒 183,300円 

総合職（大卒） 181,200円

一般職（大卒） 176,700円

高校卒 149,000円 一般職（高卒） 144,600円

技能労務職
高校卒 146,700円 

中学卒 134,000円 

職員の初任給の状況
（平成28年4月1日現在）5

職員の任免及び職員数などに
関する状況1

市の人事行政運営などの状況をお知らせします

期末手当・勤勉手当（平成27年度）7
支給実績（平成27年度決算） 4,850,966千円

1人当たり年間平均支給額 1,500千円

区分 期末手当 勤勉手当 計

6月期 1.225カ月分 0.75カ月分 1.975カ月分

12月期 1.375カ月分 0.85カ月分 2.225カ月分

計 2.6カ月分 1.6カ月分 4.2カ月分
人件費には、一般職員に支給される給与と市長や議員など特別職に支
給される給料、報酬、手当の他、社会保険料の事業主負担分などを含み
ます。

人件費の状況
（平成27年度普通会計決算）2

　　　 　　歳出額　　　　　A 133,863,077千円

　　　 　　人件費　　　　　B   29,249,606千円

　　　　  人件費率　　　B／A 21.9％

（参考　平成26年度の人件費率） 22.8％

総務企画 15％総務企画 15％

税務 4％税務 4％

民生 22％民生 22％

衛生 10％衛生 10％
商工・労働 1％商工・労働 1％

農林水産 1％農林水産 1％

消防 16％消防 16％

教育 11％教育 11％

土木 10％土木 10％

下水道事業など 9％下水道事業など 9％
議会 1％議会 1％

3,232人

0

3,500

3,400

3,300

3,200

3,100

（単位：人）

（一般職の職員数で、非常勤職員を除く）
24年平成

3,2903,290 3,2613,261 3,2613,261 3,2373,237 3,2323,232

25年 26年 27年 28年

部門別職員構成

①の職員数は、国の定員管理調査に基づく職員数です。「市川市定員
管理方針」に基づき、市民サービスの低下を招くことなく、効率的な行政
運営を行えるよう、適正な職員数の維持に努めています。

職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります。支給月数は国と同じです。

職員給与費の状況
（平成28年度一般会計当初予算）3

　　　　　   　　職員数　　　　Ａ 全職員　3,183人

給
与
費

給　 料 12,860,973千円

職員手当 4,336,666千円

期末・勤勉手当 5,354,041千円

　　　　　　　計　　　　　Ｂ 22,551,680千円

　　　　　1人当たり給与費　Ｂ／Ａ 7,085千円

給与費には、再任用職員（319人）の給与費を含みます。

広報いちかわ　2016年（平成28年）11月19日　No.15565 特集

市
で
は
経
費
削
減
の
た
め
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。な
お
広
告
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
広
告
主
に
帰
属
し
ま
す
。詳
し
く
は
広
告
主
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）   　　…健康マイレージポイント対象（数字はポイント数） 　●各公共施設にお越しの際は、公共交通機関のご利用をお願いします。
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１・０
６
７
７
子
育
て
支

援
課

♦
♦
♦

保
健
推
進
員
の
訪
問

あ
か
ち
ゃ
ん
が
生
後
３
カ
月
過
ぎ
に

保
健
推
進
員
が
訪
問
し
、４
カ
月
あ

か
ち
ゃ
ん
講
座
や
育
児
相
談
の
案
内

を
し
ま
す
。訪
問
時
に
物
品
販
売
は

し
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

妊
婦・新
生
児・１
～
２
カ
月
児
訪
問

妊
婦
訪
問 

電
話
で
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

新
生
児・１
～
２
カ
月
児
訪
問 

母
子

健
康
手
帳
別
冊
に
あ
る
出
生
連
絡

票
に
必
要
事
項
を
書
き
、保
健
セ
ン

タ
ー
へ
郵
送
。は
が
き
到
着
後
、訪
問

し
ま
す
。出
生
連
絡
票
の
郵
送
が
な

い
場
合
は
、生
後
２
カ
月
以
降
に
訪

問
し
ま
す
。里
帰
り
先
で
新
生
児
訪

問
を
希
望
す
る
方
は
、生
後
28
日
ま

で
過
ご
す
市
町
村
へ
確
認
を
し
、訪

問
指
導
が
な
い
場
合
は
、市
に
戻
っ
て

か
ら
１
～
２
カ
月
児
訪
問
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

児
童
虐
待
は
、身
体
的
、精
神
的
、

心
理
的
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え

る
人
権
侵
害
で
す
。「
虐
待
か
も
」

と
思
う
子
ど
も
が
い
た
ら
、電
話
し

て
く
だ
さ
い
。命
に
関
わ
る
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、警
察
１
１
０
番
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話 

☎
７
１
１・０
６
７
９
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
、☎

３
７
０・１
０
７
７
市
川
児
童
相
談

所
、☎
１
８
９
児
童
相
談
所
全
国

共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
７
１
１・０
６
７
９
子
育
て
支

援
課 

講
座・催
し

♦
♦
♦

パ
パ
マ
マ
栄
養
ク
ラ
ス（
パ
パ
マ
マ
の
日
）

出
産
を
迎
え
る
夫
婦
の
食
事
の
ア
ド

バ
イ
ス・試
食
を
行
い
ま
す
。

平
成
29
年
１
月
28
日（
土
）午
後

１
時
15
分
～
３
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

出
産
予
定
日
が
平
成
29
年
３
～

５
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫（
妊
婦
の
み

も
可
）、先
着
24
組
48
人

試
食
代
１
０
０
円
程
度

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

♦
♦
♦

プ
レ
親
学
級（
両
親
学
級・母
親
学
級
）

赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
、沐も

く
よ
く浴
実
習
、妊

婦
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。（
全
日

程
同
一
内
容
）

①
平
成
29
年
１
月
13
日

（
金
）・15
日（
日
）午
前
９
時
45
分
～

午
後
０
時
30
分
／
保
健
セ
ン
タ
ー

②
平
成
29
年
１
月
22
日（
日
）・23
日

（
月
）午
後
１
時
～
３
時
45
分
／
南

行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

初
産
で
出
産
予
定
日
が
平
成
29

年
３
～
５
月
の
妊
婦
と
そ
の
夫
、各

回
先
着
45
組（
１
人
で
の
参
加
も

可
。ど
ち
ら
か
１
人
の
場
合
は
祖
父

母
１
人
ま
で
同
伴
可
）

12
月
１
日（
木
）～
15
日（
木
）の

間
に
①
は
☎
３
７
７
・４
５
１
１
保

健
セ
ン
タ
ー
②
は
☎
３
５
９
・

８
７
８
５
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

Ｙ
Ａ
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

参
加
者
た
ち
が
お
す
す
め
の
本
を

紹
介
し
、投
票
で「
チ
ャ
ン
プ
本
」を

決
め
る
書
評
ゲ
ー
ム
で
す
。参
加
者

全
員
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
本
を

紹
介
す
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
型
」を
開

催
し
ま
す
。

12
月
18
日（
日
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

中
央
図
書
館

中
学
生
～
19
歳
、先
着
20
人

応
募
用
紙（
中
央
図
書
館
で
配

布
）に
必
要
事
項
を
書
き
、同
館
の

カ
ウ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
か
、☎

３
２
０・３
３
４
６
同
館

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
in
あ
じ
さ
い
保
育
園

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
ょ

う
。親
子
で
楽
し
め
る
遊
び
や
体
操

な
ど
も
行
い
ま
す
。

12
月
８
日（
木
）午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

あ
じ
さ
い
保
育
園（
妙
典
５
の
12

の
16
）

２
歳
～
就
園
前
の
親
子
、先
着

20
組
程
度

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

平
成
29
年
８
月
の
受
給
券
更
新
時

に
は
、平
成
29
年
度
市
県
民
税
課

税
分（
平
成
28
年
中
）の
所
得
の
確

認
が
必
要
で
す
。所
得
を
確
認
で

き
な
い
方
に
は
、平
成
29
年
６
月
ご

ろ
に
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、配
偶
者

な
ど
の
扶
養
の
申
告
漏
れ
が
あ
る
、

ま
た
は
期
限
内
に
済
ま
せ
て
い
な
い

方
、年
末
調
整
後
、職
場
な
ど
が
市

役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
を
未
提

出
の
方
は
未
申
告
に
な
り
、受
給
券

が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。年
末
調
整
や

給
与
支
払
報
告
書
に
つ
い
て
は
、職

場
な
ど
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☎
３
３
４
・１
１
７
８
こ
ど
も
福

祉
課

♦
♦
♦

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

外
出
先
で
授

乳
や
お
む
つ
替

え
の
た
め
に
立

ち
寄
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
を

「
赤
ち
ゃ
ん
の

駅
」と
し
て
登

録
し
て
い
ま

す
。ス
テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
施
設
が
目
印

で
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」一
覧
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」登
録
施
設
を

募
集

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信

用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が

き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も

右
記
の
必
要
事
項
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
熱
を
加
え

る
と
消
え
る
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

口
に
関
す
る
相
談
を
電
話
や
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、土
曜
日
＝
午
前
９
時
～

正
午市

川
市
歯
科
医
師
会
口
腔
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
八
幡
２
の
９
の
９
）

☎
３
３
２・０
１
８
７
同
セ
ン
タ
ー

（
健
康
支
援
課
）

♦
♦
♦

早
期
発
見
の
た
め
の

口
腔
が
ん
検
診

内
１
次
検
診
＝
問
診
・
診
察
・
結
果

説
明
、２
次
検
診
＝
１
次
検
診
の

結
果
、必
要
な
方
に
細
胞
診
・
結
果

説
明平

成
29
年
３
月
31
日
時
点
で
30

歳
以
上
の
方

口
腔
が
ん
検
診
指
定
歯
科
医
院

１
次
、２
次
と
も
各
６
０
０
円
。

70
歳
以
上
の
方
、千
葉
県
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
、非
課
税
世

帯
者
は
無
料
。

は
が
き
に
必
要
事
項（
上
段
参

照
）と
生
年
月
日
を
書
き
、保
健
セ

ン
タ
ー
歯
科
担
当（
〒
２
７
２
・ 

０
０
２
３
南
八
幡
４
の
18
の
８
）。後

日
、受
診
券
兼
予
診
票
を
送
付
し

ま
す
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー

♦
♦
♦

平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）か
ら

障
害
基
礎
年
金
相
談
が
予
約
制
に

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
に
関
す
る

相
談
を
希
望
す
る
方
は
、事
前
に

国
民
年
金
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
は
希
望
日
の
１
カ
月
前

か
ら
。相
談
の
対
象
者
は
、当
該
傷

病
に
関
わ
る
初
診
日
に
お
い
て
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
、ま
た

は
初
診
日
が
20
歳
前
の
方
。

☎
３
３
４・１
１
２
７
同
課

ら
簡
単
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
）

学
校
法
人
創
志
学
園
東
京
経

営
短
期
大
学（
二
俣
６
２
５
の
１
）

０
～
３
歳
ま
で
の
親
子
、先
着
20

組
程
度

☎
７
１
１・１
７
３
６
す
こ
や
か
応

援
隊

♦
♦
♦

ワ
ン
パ
ク
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

３
泊
４
日
の
ス
キ
ー
教
室
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
25
日（
日
）～
28
日（
水
）

清
里
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル（
山
梨
県

北
杜
市
高
根
町
清
里
３
５
４
５
）、

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ス
キ
ー
場

小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生
、

先
着
45
人

３
９
，５
０
０
円（
ウ
ェ
ア
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
代
は
別
料
金
）

☎
３
２
２・２
５
９
３
市
川
市
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
協
会

（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

健
康
福
祉

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

う
つ
の
心
配
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー
、南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー☎３

７
７・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

自
死
遺
族
相
談（
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー

♦
♦
♦

歯
と
お
口
の
相
談

在
宅
で
療
養
中
の
方
、身
体
に
ハ
ン

デ
ィ
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど
の
歯
や

前
日
ま
で
に
☎
７
１
１・１
７
３
６

す
こ
や
か
応
援
隊

♦
♦
♦

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

「
ね
ぎ
入
り
お
好
み
焼
き
」

自
分
た
ち
で
お
好
み
焼
き
を
焼
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

12
月
10
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

相
之
川
こ
ど
も
館

市
内
在
住・在
学
の
小
学
生
、先

着
16
人

１
０
０
円

☎
３
５
６・７
３
８
１
ま
た
は
同
館

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば

食
育 

野
菜
と
お
友
達
に
な
ろ
う

ギ
ョ
ー
ザ
の
皮
で
パ
リ
パ
リ
ピ
ザ
を
作

り
、子
ど
も
の
手
形
で
ク
リ
ス
マ
ス
の

工
作
も
行
い
ま
す
。

①
12
月
１
日（
木
）／
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
②
12
月
２
日

（
金
）／
行
徳
公
民
館
、い
ず
れ
も
午

前
10
時
30
分
～
正
午

市
内
在
住
で
１
歳
６
カ
月
～
２

歳
11
カ
月
の
親
子
、先
着
20
組

（
き
ょ
う
だ
い
同
伴
で
の
参
加
は
不

可
）１

０
０
円

11
月
21
日（
月
）午
前
９
時
か
ら
☎

７
１
１・１
７
３
６
す
こ
や
か
応
援
隊

♦
♦
♦

親
子
DE
ク
ッ
キ
ン
グ

父
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う

自
分
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
と

ラ
ン
チ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

12
月
18
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
１
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
父
と
子

（
小
学
校
低
学
年
）、抽
選
で
８
組
16

人
２
，０
０
０
円

往
復
は
が
き
に
父
子
の
必
要
事
項

（
６
面
上
段
参
照
）、お
子
さ
ん
の
学

年
を
書
き
、12
月
４
日（
日
）必
着

で
男
女
共
同
参
画
課（
〒
２
７
２・ 

０
０
３
４
市
川
１
の
24
の
２
）

☎
３
２
２・６
７
０
０
男
女
共
同

参
画
課

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
in
二
俣

親
子
で
楽
し
く
遊
び
、子
育
て
の
情

報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。時
間
内
は

出
入
り
自
由
。正
午
～
午
後
１
時

は
会
場
で
の
飲
食
可
。

12
月
５
日（
月
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
２
時
30
分（
11
時
15
分
か

●市川市スポーツ振興への寄付［8月分・
敬称略］

【金員】◎嶋谷薰（１００,０００円）
●市川市教育振興事業への寄付［10月
分・敬称略］

【金員】◎南大野事業者会（101,000円）
●社会福祉協議会［8月分・敬称略］

【金員】◎相之川自治会（２０,９９７円）◎井
澤健彦（３,０００円）◎岡野好廣 （５,０００
円）◎羽根田豊（３,０００円）◎匿名４件

（１０,０００円）
●駅前広場植栽［10月分・敬称略］

【物品】◎株式会社みずほ銀行市川支店（あ
じさい苗木３株／市川駅北口駅前広場）
●公園施設［10月分・敬称略］

【物品】◎センコー株式会社・センコーグ
ループ役員従業員有志一同（健康器具６
基／大洲防災公園）

ご寄付いただき、ありがとうございました。

▼保育の現場に一歩踏み出してみませんか　市内の公立保育園で実習
ができます。保育士資格を
持っているが保育現場で働い
た経験がない方、ブランクが
あり自信がないという方、実
際に保育の現場で働き、子ど
もたちと直接触れ合ってみま
せんか。補助的に保育の現場
に携わり、就労のシミュレー
ションができます。詳しくは、市公式Ｗｅｂサイトをご覧ください。
待遇=１日６時間、実習期間１０日間、時給１,２００円
☎７１１-１７９２こども施設運営課
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（
〒
２
７
２・０
８
０
２
柏
井
町
３
の

６
３
７
の
４
）

☎
３
３
７・１
３
０
１一
路
会
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｃａｎ

（
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

♦
♦
♦

健
康
都
市
い
ち
か
わ
講
座

認
知
症
予
防
編

「
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
の
脳
環

境
づ
く
り（
回
想
法
の
す
す
め
）」を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
で
す
。子
ど

も
時
代
の
思
い
出
を
語
り
合
い
、脳

を
活
性
化
さ
せ
る「
楽
し
く
で
き
る

回
想
法
」を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
15
日（
木
）午
前
10
時（
受
け

付
け
は
15
分
前
）～
正
午

行
徳
公
民
館

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
方
、先

着
１
０
０
人　

講
小
林
幹
児
氏（
日
本
回
想
療
法

学
会
長
）

は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面
上
段

参
照
）を
書
き
、12
月
９
日（
金
）必

着
で
保
健
医
療
課（
〒
２
７
２
・

８
５
０
１
※
住
所
不
要
）。定
員
を

超
え
た
場
合
は
連
絡
し
ま
す
。

☎
７
０
４
・４
１
３
７
、Ｆ
Ａ
Ｘ

３
３
６・８
０
１
９
保
健
医
療
課

♦
♦
♦

メ
モ
リ
ー
カ
フ
ェ
さ
く
ら

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
歌
を
歌
っ
た
り

脳
ト
レ
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

11
月
26
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

親
愛
の
家（
曽
谷
４
の
４
の
10
）

10
人

☎
３
７
１・６
１
６
１
高
齢
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
曽
谷

（
地
域
支
え
あ
い
課
）

♦
♦
♦

う
ら
や
す
障
害
者
就
職
面
接
会

参
加
企
業
15
社
程
度
が
個
別
面
接

及
び
個
別
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す

（
複
数
社
面
接
可
）。

11
月
25
日（
金
）午
後
１
時
30
分

（
受
け
付
け
は
30
分
前
）～
４
時

浦
安
市
民
プ
ラ
ザ
Ｗａｖｅ
１
０
１

シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
新
浦
安
4
階

（
浦
安
市
入
船
１
の
４
の
１
）

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

履
歴
書
複
数
枚
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

カ
ー
ド（
な
く
て
も
可
）、障
害
を
確

認
で
き
る
手
帳
な
ど

☎
３
７
０・８
６
０
９
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

市
川

（
雇
用
労
政
担
当
室
）

♦
♦
♦

リ
シ
ン
グ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

「
異
性
の
友
人
が
欲
し
い
」と
い
う
高

齢
な
方
の
た
め
の
、鎌
倉・三
崎
方
面

へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

12
月
６
日（
火
）

独
身
で
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

市
川
在
住
の
男
女
、各
20
人

５
，０
０
０
円

☎
３
２
０・４
０
０
１
社
会
福
祉

協
議
会

♦
♦
♦

オ
ス
ト
メ
イ
ト
社
会
適
応
訓
練

講
習
会

12
月
９
日（
金
）正
午
～
午
後
４
時

男
女
参
画
セ
ン
タ
ー

オ
ス
ト
メ
イ
ト
及
び
そ
の
家
族
、

医
療
関
係
従
事
者
、介
護
施
設
職

員
な
ど

内容 時間

補装具展示相談 正午～午後１時
及び休憩時間

講演「笑いと健
康…笑顔の習慣
で心身を健康に」

午後１時１０分～
２時２５分

講演「認知症予
防」

午後２時３５分～
３時１５分

講演「ストーマケ
アについて」

午後３時２０分～
４時

☎
０
４
３・３
０
９・７
５
７
１
日
本

オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉
県
支
部（
月・

火・金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

（
障
害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

和
洋
女
子
大
学
主
催
講
演
会　

リ
オ
か
ら
東
京
へ
～
選
手
の
視
点

で
伝
え
た
い
こ
と
～

リ
オ
２
０
１
６
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代

表
チ
ー
ム
の
一
員
、千
葉
県
出
身
の

官
野
一
彦
氏
を
招
き
、講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

12
月
３
日（
土
）午
後
0
時
20
分

（
開
場
は
20
分
前
）～
２
時
30
分

和
洋
女
子
大
学（
国
府
台
2
の

3
の
1
）

先
着
１
０
０
人

は
が
き
に
参
加
人
数
、代
表
者
氏

名・電
話
番
号・メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書

き
、郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
７
１
・ 

２
２
７
１
で
同
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー（
〒
２
７
２・８
５
３
３
※
住
所

不
要
）

☎
３
７
１・１
４
７
３
同
大
学

（
企
画
課
）

♦
♦
♦

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査

障
害
者
施
策
の
推
進
に
向
け
た
検

討
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、在
宅

の
障
害
児
・
者
な
ど（
こ
れ
ま
で
の

法
制
度
で
は
支
援
の
対
象
と
な
ら

な
い
方
を
含
む
）の
生
活
実
態
と

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。結

果
は
、厚
生
労
働
省
W
e
b
サ
イ
ト

及
び
政
府
統
計
の
総
合
窓
口

（e-Stat

）に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

12
月
１
日（
木
）～
20
日（
火
）

市
内
11
地
区（
国
政
調
査
実
施

地
区
。お
知
ら
せ
を
事
前
に
配
布
）

在
住
の
、障
害
者
手
帳
所
持
者
及

び
障
害
者
手
帳
は
未
所
持
で
あ
る

が
、長
引
く
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ

り
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
あ
る
方

☎
３
３
４・１
１
６
８
障
害
者
支

援
課

♦
♦
♦

胃
が
ん
集
団
検
診

（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）の
お
知
ら
せ

１２
月

１日（木）　 南行徳保健センター
６日（火）■ スポーツセンター

１２日（月）◆ 南行徳保健センター
１４日（水）■ 保健センター

平
成
29
年
１
月

７日（土）■ 保健センター
１２日（木）　 南行徳保健センター
１９日（木）■ リハビリテーション病院
２４日（火）◆ 南行徳保健センター
３１日（火）■ 保健センター

２
月

２日（木）　 行徳公民館
３日（金）■ 保健センター
６日（月）■ リハビリテーション病院
８日（水）■ 急病診療所

１４日（火）◆ 行徳公民館
２１日（火）　 南行徳保健センター

３
月

７日（火）　 南行徳保健センター
１０日（金）■ スポーツセンター
１３日（月）　 行徳公民館
１６日（木）■ リハビリテーション病院
２５日（土）■ 保健センター

受
付
時
間 

男
性=

午
前
９
時
15
分

～
９
時
45
分
、女
性=

午
前
10
時
～

11
時（
◆
の
つ
い
た
日
は
女
性
の
み

で
開
催
＝
午
前
９
時
15
分
～
10
時

30
分
。■
の
つ
い
た
日
は
男
女
別
の

検
診
車
２
台
で
開
催・男
性
＝
午
前

９
時
15
分
～
９
時
45
分
、女
性
＝

午
前
９
時
15
分
～
10
時
30
分
）

12
・１・２・３
月
生
ま
れ
で
40
歳

以
上
の
方（「
市
川
市
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
診
」対
象
者
を
除
く
。胃
が
ん

リ
ス
ク
検
診
対
象
者
は
平
成
29
年

３
月
31
日
時
点
で
40
・
45
・
50
・
55
・

60
・
65
・
70
・
75
歳
の
方
）勤
務
先
な

ど
で
受
診
可
能
な
方
、胃
腸
の
病

気
で
治
療
中
の
方
や
胃
腸
に
症
状

の
あ
る
方
、妊
娠
中
の
方
は
バ
リ
ウ

ム
検
診
は
受
診
不
可
。

一
部
自
己
負
担
金
６
０
０
円（
70

歳
以
上
の
方
、千
葉
県
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
、及
び
住
民
税

非
課
税
世
帯
者
は
無
料
）

は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面
上
段

参
照
）、生
年
月
日
、希
望
日
程
を

書
き
、疾
病
予
防
課（
〒
２
７
２
・ 

０
０
２
３
南
八
幡
４
の
18
の
８
）ま

た
は
☎
３
７
７・４
５
１
３
。前
年
度

に
受
診
し
た
方
に
は
受
診
券
を
発

送
す
る
た
め
申
し
込
み
不
要
。

♦
♦
♦

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
の
も
と
、

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、支
援

を
必
要
と
す
る
方
々
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
実
施

し
ま
す
。募
金
は
市
内
の
児
童
施

設
や
障
害
者
施
設
、母
子
生
活
支

援
事
業
な
ど
の
た
め
に
分
配
さ
れ

ま
す
。

12
月
１
日（
木
）～
31
日（
土
）

☎
３
８
３・９
５
６
８
生
活
支
援
課

♦
♦
♦

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
制
定
し
た
、世
界
レ
ベ
ル
で

の
エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・

感
染
者
に
対
す
る
差
別・偏
見
の
解

消
の
た
め
の
国
際
デ
ー
で
す
。エ
イ

ズ
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
全
国
の
保
健

所
で
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま

す
。検
査
日
時
は
、事
前
に
保
健
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

（
保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

は
り・き
ゅ
う・マッ
サ
ー
ジ
無
料
相
談

11
月
25
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

館
、①
～
⑥
は
午
後
1
時
～
4
時
、

⑦
は
午
後
2
時
～
4
時

講
松
本
真
紀
氏（
言
語
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
ミ
カ
タ
職
員
）

①
＝
失
語
症
に
興
味
の
あ
る
方
、

40
人
程
度
②
～
⑦
＝
①
の
講
座
受

講
後
に
失
語
症
会
話
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
方

は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面
上
段

参
照
）、生
年
月
日
、参
加
講
座（
①

の
み
か
①
～
⑦
か
）を
書
き
、11
月
30

日（
水
）必
着
で
障
害
者
支
援
課

（
〒
２
７
２
・８
５
０
１
※
住
所
不

要
）。Ｆ
Ａ
Ｘ
３
３
５・２
０
３
０
ま
た

は
☎
３
３
４・１
１
６
８
も
可
。

♦
♦
♦

障
害
者
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

障
害
の
あ
る
仲
間（
ピ
ア
）が
相
談
に

応
じ
ま
す
。肢
体
不
自
由
、視
覚
障

害
、聴
覚
障
害
、精
神
障
害
の
担
当

者
が
お
り
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
相
談

も
可
。相
談
は
無
料
で
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
。

聴
覚
障
害
＝
第
２・４
火
曜
日
午

前
10
時
～
正
午
、視
覚
障
害
＝
第
３

火
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
、精
神

障
害
＝
第
３
金
曜
日
午
後
３
時
～

５
時
、肢
体
不
自
由
＝
連
絡
を
受
け

て
か
ら
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

聴
覚
障
害
・
視
覚
障
害
＝

障

害
者
支
援
課
、精
神
障
害
＝
南
八
幡

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
３
７
０
・１
８
７
１
ま
た
は

F
A
X
３
７
０・１
８
７
２
障
害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

知
的
障
害
児
者
移
動
介
護
従
業
者

養
成
研
修

知
的
障
害
児
者
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
働
く
た
め
の
資
格
を
取
得
で

き
る
、２
日
間
の
講
義
と
６
時
間
以

上
の
実
習
を
行
い
ま
す
。

12
月
10
日（
土
）午
前
９
時
～
午

後
５
時
、12
月
11
日（
日
）午
前
９
時

～
午
後
４
時
、12
月
12
日（
月
）～
平

成
29
年
１
月
15
日（
日
）の
う
ち
６

時
間
以
上

講
義
＝
か
し
わ
い
苑（
柏
井
町
３

の
６
３
７
の
１
）、実
習
＝
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
Ｃａｎ（
柏
井
町
３
の

６
３
７
の
４
）

抽
選
で
40
人
程
度

８
，０
０
０
円

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面

上
段
参
照
）、生
年
月
日
を
書
き
、

12
月
２
日（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）に

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｃ
ａ
ｎ

八
幡
市
民
談
話
室

☎
３
５
７・３
３
９
３
市
川
浦
安

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会（
冨
森
）

（
介
護
福
祉
課
）

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
講
座

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大
柏

11
月
30
日（
水
）午
前
10
時
30
分

～
正
午

大
野
公
民
館

内
第
六
回
大
柏
げ
ん
き
塾

先
着
25
人

☎
３
３
８・６
５
９
５
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
南
行

徳
第
二

①
11
月
25
日（
金
）②
12
月
７
日

（
水
）、い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
３
時

30
分①

ハ
イ
タ
ウ
ン
塩
浜
第
一
集
会
室

②
同
セ
ン
タ
ー

内
①
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
医
療
よ
ろ

ず
相
談
②
男
性
介
護
者
の
つ
ど
い

「
ケ
ア
メ
ン
講
座
」

講
①
面
野
寛
氏（
医
師
）②
山
崎
勇

太
氏（
言
語
聴
覚
士
）

①
先
着
30
人
②
先
着
20
人

①
②
と
も
に
☎
７
１
２・８
０
２
２

同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
国
府
台

12
月
10
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
３
時

同
セ
ン
タ
ー

内
家
族
介
護
教
室「
介
護
に
活
か
そ

う　

脳
を
活
性
化
す
る
ゲ
ー
ム
」

先
着
30
人

☎
３
７
３・６
５
３
９
同
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

失
語
症
会
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

失
語
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
基
礎
講

座
①
と
、失
語
の
あ
る
方
を
ど
の
よ

う
に
支
援
で
き
る
か
、ど
の
よ
う
に
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
か
を
学

び一
緒
に
会
話
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
な
れ
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
②
～

⑦
が
あ
り
ま
す
。

①
12
月
7
日（
水
）／
ア
イ・リ

ン
ク
ル
ー
ム
②
12
月
19
日（
月
）／
保

健
セ
ン
タ
ー
③
12
月
21
日（
水
）／

急
病
診
療
・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
④

平
成
29
年
1
月
11
日（
水
）／
中
央

公
民
館
⑤
1
月
17
日（
火
）保
健
セ

ン
タ
ー
⑥
1
月
25
日（
水
）／
同
公

民
館
⑦
2
月
22
日（
水
）／
同
公
民

　12月3日（土）～9日（金）の障害者週
間に際し、市と市内の障害福祉関係の
事業所や団体が協働で、障害がある方
もない方も共に楽しめるイベントを開催
します。（手話通訳と要約筆記あり）

１２月３日（土）午前１０時～午後４時
ニッケコルトンプラザコルトンホール （鬼高１-１-１）、メ

ディアパーク市川カフェテラス「ぴっころ」
内販売会、ミュージカル、事業所や個人が作成した物品・
写真に来場者が投票し票数を競う「Ｉ

あいわん　

♥１グランプリ」、パラ
リンピックで日本が初の銀メダルを獲得した「ボッチャ」体
験、ご当地アイドル市川乙女のパフォーマンス、講演「子ど
もたちのSOSを見逃さない」講師=南雲明彦氏（明蓬館高
等学校共育コーディネーター）、他

☎３７６-６４６６南八幡メンタルサポートセンター

障害について考えよう

障害のある人もない人も共にステージに立つミュージカル

南雲明彦氏

あい

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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 イベント
♦♦♦
もみじ観賞会
普段は開放していない大町公園のもみじ山
を期間限定で一般開放します。イロハモミジ
など約５００本の紅葉をお楽しみください。

１２月４日（日）まで、いずれも午前９時～午後４時
大町公園内もみじ山
☎３３８-１９６０動植物園

♦♦♦
市川産花の展示会
市内の花農家が生産しているシクラメン・ユ
リなどを、市内３カ所で展示します。花の直
売所マップも配布します。

１１月２５日（金）～１２月２日（金）、アイ・
リンク情報コーナー、行徳支所、南行徳市
民センター

☎７１１-１１４１市川市農産物等普及協
議会（農政課内）
♦♦♦
市川産のホンビノス貝、シジミ、板ノリの直売
市川の海で採れた、新鮮なホンビノス貝や
シジミ、板ノリを販売します。

１１月２０日（日）午前１１時～午後３時
いちかわ観光・物産案内所
☎３２４-７７５１同施設

（地域整備課）
♦♦♦
市川の干潟と水鳥観察
親子連れにも好評のバスツアーです。市内
の砂浜で珍しい海鳥を見た後、市の農水産
まつりを見学し、自然の恵みを体感します。

１２月１０日（土）午前８時１５分～午後０時
３０分（集合・解散は市役所本庁舎）

東浜、弁天公園
先着３０人
☎７１２-６３０７自然環境課

♦♦♦
防災ウォーク
市内を巡り、紅葉を楽しみながら災害の備え
について考えてみましょう。約１０キロメートル
のウォーキングです。

コース 法華経寺→東山魁夷記念館→
大柏川第一調節池緑地→姥山貝塚→
礼林寺→少年自然の家

１２月３日（土）午前９時（法華経寺集合）
～午後１時（少年自然の家解散）

先着５０人
３００円（中学生以下無料）
１１月２１日（月）～３０日（水）に☎３２６-

１２８４ボランティア・ＮＰＯ課
♦♦♦
博物館友の会・拓本表装②
掛け軸またはパネル作りを行います。表装
は、基本を学べばどなたでもできます。

１２月１８日（日）午前１０時～午後３時３０分
歴史博物館
抽選で２０人
５,３００円（掛け軸材料代）
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、１２月８日（木）まで（消印有効）に同
館（〒２７２-０８３７堀之内２-２７-１）

☎０９０-９２３１-４３８３博物館友の会
（同館）

♦♦♦
グリーンシアター

１２月９日（金）午後２時（開場は３０分前）
メディアパーク市川グリーンスタジオ
先着２２０人

内「西部戦線異状なし」（１９３０年 米・モノ
クロ・有声・字幕・１３１分）

☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日
休館）
♦♦♦
ベルホールシネマ

１２月１０日（土）①午前１１時②午後２時
（いずれも開場は３０分前）

メディアパーク市川ベルホール
各回先着４６人

内①「ＮＨＫこどもにんぎょう劇場」（カラー・
４５分）②「キング・コング」（１９３３年 米・モノ
クロ・有声・字幕・１００分）

☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日
休館）

発売開始情報
…発売初日は１０:００から特

別電話☎３９３-７１１１またはＷｅ
ｂで受け付け。

１１月１９日（土）発売
成田達輝＆萩原麻未 
デュオコンサート
２月１８日（土）１４:００/文化会館 
小ホール/全席指定３,０００円 

１,０００円/ 一般のみ５００円

引き/曲目＝ドボルザーク「バイ
オリンとピアノのためのソナチネ 
ト長調Op.100」、他/ /

好評発売中

文化会館

菅谷公博 バリトンリサイタル Vol.2
１月１９日（木）19:00/小ホール/全
席自由３,０００円、大学生以下１,
５００円/ 一般のみ３００円引き/曲
目＝Ｊ.Ｓ.バッハ「カンタータ８２番『私
は満ち足りています』ＢＷＶ８２」、他
第5回 市川フレッシュフェスティバル
１月21日（土）13：00/大ホール
/全席自由800円/ 1００円引
き/出演=サックスカルテット、和
楽器アンサンブルユニットBob’
ズ、市民文化サポーター音楽第
3期企画ピアノ2台デュオ、他

市川寄席
１月２８日（土）１4:００/ローズルー
ム/出演＝立川談四楼、三遊亭
全楽、春風亭ぴっかり、他/全席
自由１,８００円/ ２００円引き/

「おかあさんといっしょ」
ガラピコぷ～がやってきた
１月２９日（日）①１３:００ ②１５:
３０/大ホール/出演＝チョロ
ミー・ムームー・ガラピコ/速水け
んたろう・つのだりょうこ/全席指
定２,６００円/１歳以上有料。１
歳未満は保護者１人につき１人
まで膝上無料。
行徳文化ホールＩ＆Ｉ

東京シティフィル木管五重奏/
子どものためのクラシック音楽劇
くるみ割り人形
２月２５日（土）１１:００/出演＝木

管五重奏（東京シティ・フィル 
ピックアップメンバー）、ダンスユ
ニット ピーターズ２０１７/プログ
ラム＝第１部 音楽劇「くるみ割
り人形」、第２部 木管五重奏の
演奏を聴いてみよう/全席指定 
大人１,０００円 子ども（２歳～小
学生）５００円/１歳以下無料

（席が必要な場合は要チケット）
芳澤ガーデンギャラリー

姫路市立美術館所蔵
ポール・デルヴォー版画展
１１月２７日（日）まで９:３０～１６:３０

（入館は１６:００まで）/月曜日休
館/入場料＝一般５００円、他

募 集
市民文化サポーター企画事業
いちかわ街かど美術展 作品

市内在住、在学、在勤のい
ずれかの方/ 文化会館/受け
付け期間＝１１月３０日（水）まで
/ 市内各文化施設で配布の
所定申込書にて同会館へ/展
示期間＝２月１９日（日）～２６日

（日）
第4回「いちかわ未来の画家
コンクール」作品

芳澤ガーデンギャラリー/
市川市、浦安市、鎌ケ谷市、船
橋市、松戸市に在住・在学の中
学生・高校生及びそれに相当す
る年齢の生徒/受け付け期間＝
１２月１日（木）～１１日（日）必着
/ 市内文化施設で配布の申
込用紙を添えて同ギャラリーへ/
展示期間=１２月２４日（土）～１
月１５日（日）（12月28日（水）～1
月4日（水）は休館）

公演案内 は主催公演

総合問い合わせ

☎379-5111
（公財）市川市文化振興財団
http://www.tekona.net/

♦♦♦
「ボランティアガイド市川案内人の会」に
よるウォーキング
本八幡の名所・名店を巡る街歩きです。申し
込み不要。当日直接集合場所へ。小雨決行。
コース ＪＲ本八幡駅→本八幡駅南口の名
店→藪知らず→県立現代産業科学館（入
場は無し）→一番街の名店→葛飾八幡宮
→本八幡駅北口の名店→永井荷風終焉
の地→大黒家→ＪＲ本八幡駅

１１月３０日（水）午前１０時（９時５５分ＪＲ
本八幡駅南口改札下集合）～午後０時３０
分（ＪＲ本八幡駅解散）

☎３３４-５７１０同会
（観光交流推進課）

♦♦♦
自然博物館の催し

☎３３９-０４７７同館（いずれも荒天中止）
◆湿地の環境整備をお手伝い

20学芸員と一緒に、長田谷津（大町
自然観察園）で環境整備作業を行
います。初参加の方は要問い合わせ。

１１月２７日（日）午前１０時（観賞植物園
入口集合）～正午
◆長田谷津散策会
毎月１回、長田谷津（大町自然観察園）の
四季折々の風景を楽しみます。

１２月３日（土）午前１０時（動物園券売所
前集合）～１１時３０分
♦♦♦
煌 ｋｉｒａｍｅｋｉ２０１６
国指定天然記念物 千

せ ん ぼ ん い ち ょ う

本公孫樹をライトアップ
江戸時代からの名所で、市内唯一の国指
定天然記念物である「千本公孫樹」をライト
アップします。子どもたちが作った灯籠を参
道に置き、雅楽やお囃

は や し

子、フルートや太鼓の
演奏を行う他、甘酒の配布やフォトコンテス
トなどを行います。

１１月２５日（金）～２７日（日）午後６時～9時
葛飾八幡宮（八幡４-２-１）
☎３３２-４４８８千本公孫樹ライトアップ実

行委員会（葛飾八幡宮社務所）
（観光交流推進課）

♦♦♦
国府台病院祭・市民公開講座
市民公開講座では「胃がん・大腸がん治療
最新事情～今どきの内視鏡・腸内環境って
～」と題し、下記３つのテーマについて講座
を行います。

１２月３日（土）①病院祭＝午前１０時～
午後３時３０分②市民公開講座＝午後１時
３０分（受付は３０分前から）～３時
内 講①健康相談、各種測定、院内紹介ツ
アー、作品展示など②（１）がんの早期発見・
早期治療のための内視鏡検査・内視鏡手
術について知ろう／赤澤直樹氏（消化器
内科医師）（２）検診の必要性～がんになら
ないためには～／山﨑美穂氏（がん化学療
法看護認定看護師）、津國志保氏（がん性
疼痛看護認定看護師）（３）がん予防のため
の腸内環境を整える食生活を知ろう／阿部
裕二氏（管理栄養士）

国立国際医療研究センター国府台病院
（国府台１-７-１）

市民公開講座のみ当日先着１００人
☎３７２-３５０１同病院

（保健医療課）
♦♦♦
市川児童合唱団コンサート「ＬＯＶＥＬＹ ＣＯＮＣＥＲＴ」
同合唱団とチェコの少女合唱団イトロの
ジョイントコンサートを行います。

１２月３日（土）午後３時～５時
メディアパーク市川グリーンスタジオ
先着５０人
☎７１１-２４０５同合唱団（神田）

（国際交流課）

「冬の流星群」と題したクラリネットとピアノに
よるコンサートや、冬の星座についてのプラ
ネタリウム投影をお楽しみください。

　地上１５０メートルのアイ・
リンクタウン展望施設から初
日の出を見て、新年の門出を
祝いましょう。

▲富士山も見える絶景スポットです

１２月４日（日）午後２時（受
け付けは３０分前）～3時30分

少年自然の家
小学生以上、先着２００人

１２月３日（土）までに、代表
者氏名・電話番号・参加人数
を☎３３７-０５３３同施設（月曜
日を除く）

平成29年1月1日（祝）午前６時～７時３０分
アイ・リンクタウン展望施設展望ロビー及び屋上階

（強風の際は屋上階への入場を中止する場合があります）
市内在住の方、抽選で７０組（１組５人まで）
はがき（１枚に１組５人まで、２枚目以降の申し込み

は無効）に参加人数と、参加者全員の住所・氏名・電
話番号を書き、１１月２９日（火）必着で観光交流推進課

「初日の出特別観覧」係（〒２７２-００２１八幡３-３-２-
４０８グランドターミナルタワー本八幡）１２月２日（金）午
後２時にアイ・リンクタウン展望施設交流ラウンジで公
開抽選会を行った後、当選者のみ封書で通知。

☎７１１-１１４２同課

抽選で
７０組

音楽と星空のコラボレーション
プラネタリウムコンサートで幻想的なひとときを

アイ・リンクタウン展望施設
初日の出特別観覧にご招待

J：COM市川（CATV）

デジタル11ch 「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式 Web サイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

9：00 12：00
20:00 23：00

放送
時間

 〈広報広聴課〉
いちかわふらり　まち歩き

行徳の歴史探訪
冬を彩る

花の産地いちかわ

11月19日（土）〜25日（金） いちかわエフエム
83.0MHz「いちかわイブニングインフォメーション」
 毎日午後6時30分～35分（5分間）

11月26日（土）〜12月2日（金）

特集 特集

申し込み・応募 問い合わせ ローズメンバーズ 高校生以下 未就学児入場不可 市役所
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